
１．平成２１年度　岡山県少年女子　選手・スタッフ名簿 ２．練習計画 ５．国体を終えて

月 日 曜日 活動内容 練習会場 時間 備考

6 25 木 練習 就実高校 17:00～19：30

7 2 木 就実高校 17:00～19：30

14 火 就実高校 15:00～19：00

16 木 就実高校 14:00～18：00

21 火 就実高校  9:00～16：30

23 木 就実高校 9:00～16：30

8 11 火 就実高校  9:00～13：00

12 水 就実高校  9:00～13：00

13 木 山陽学園大学  9:00～17：00

14 金 山陽学園大学  9:00～17：00

15 土 九州合宿 北九州高校 14:00～18：00 7：00出発、午前移動

16 日 延岡学園  9:00～17：00

17 月 延岡学園  9:00～17：00

18 火 延岡学園  9:00～17：00

19 水 移動 終日移動（延岡より帰岡）

20 木 練習 就実高校  9:00～17：00

21 金 国体予選 安来市民体育館 午前中移動、現地入り

22 土 安来市民体育館

23 日 安来市民体育館

27 木 練習 就実高校  9:00～17：00

28 金 就実高校  9:00～17：00

29 土 就実高校  9:00～17：00

30 日 就実高校  9:00～17：00

31 月 就実高校  9:00～17：00

9 1 火 就実高校 14:00～18：00

2 水 就実高校 16:00～19：00

3 木 オフ

4 金 練習 就実高校 16:00～19：00

5 土 就実高校  9:00～17：00

6 日 就実高校  9:00～17：00

7 月 就実高校 16:00～19：00

３．ブロック予選結果 8 火 就実高校 16:00～19：00

9 水 就実高校 16:00～19：00

対　山口　０－２ 対　鳥取　２－０ 10 木 就実高校 17:00～20：00

対　広島　２－０ 対　島根　２－０ 11 金 オフ

12 土 練習試合 山陽学園大学  9:00～17：00

４．新潟国体結果 13 日 環太平洋大学  9:00～14：30

14 月 練習 就実高校 16:00～19：30

１回戦　対　山形　２－０　　　　　　２回戦　対　大分　０－２ 15 火 就実高校 16:00～19：30

16 水 就実高校 16:00～19：30

17 木 オフ

18 金 練習 就実高校 16:00～19：30

19 土 各学校で練習 皇后杯中国ラウンド予選

20 日 各学校で練習 皇后杯中国ラウンド予選

21 月 練習 就実高校  9:00～17：00

22 火 広島遠征 広島大学 13:00～17：00 9：00出発、午前中移動

23 水 広島大学 9:00～15：00

24 木 オフ

25 金 練習 就実高校 16:00～19：30

26 土 愛媛遠征 聖カタリナ高校 13:00～17：00 8：00出発、午前中移動

27 日 聖カタリナ高校 9:00～15：00

28 月 練習 久光製薬体育館 16:00～19：30

29 火 久光製薬体育館 10：00出発

30 水 移動、現地入り

10 1 木 国民体育大会 開会式

2 金 長岡市みしま体育館 ＶＳ山形県

3 土 長岡市みしま体育館 ＶＳ大分県

4 日 移動、帰岡
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今年は、例年よりも早く 月の下旬より国体チームの練習を開始し、ミニ国体までの計6
画も決まっており、順調に取り組めておりました。

ところが、 月の下旬には就実高校がインフルエンザのためインターハイを棄権するこ7
とになり、大変ご迷惑をおかけしました。そのため、当初の県外合宿予定を県内での練習

8 11 8 15に変更し、練習開始が 月 日からと出遅れたスタートになりました。その後、 月

日からの九州遠征で鹿屋体育大学になんとか セットとることができ、収穫の多い合宿が2
できました。

ミニ国体では、出だしが悪くも広島・島根・鳥取に勝利し 位で国体出場権をとること2
ができました。

今回の国体チームは岡山市内の学校の選手により、ほとんど毎日（木曜日のみ休み）

就実高校へ集まり合同練習ができ、技術的・体力的にも万全の状態で試合に臨むことがで

きました。

それも国体前の広島大学の合宿でメンタル面・技術面の向上ができ、愛媛選抜との合

宿でコンビネーションの確認や試合を想定したイメージ練習ができたことが大きかったと

思います。

本国体初戦の山形には、センター西浦のコンビとレフト石井のスパイクが良く決まり、

ストレートで勝利することができました。 回戦目の大分には、春と夏の２冠をしている2
チーム 東九州龍谷 に対してレシーブ・スパイクともに互角であり 気持ちの面でも 大（ ） 、 『

分を倒さなければ全国優勝はない！！』と選手は凛とした表情で戦いました。とにかくみ

んなで拾って石井で決めるという全員の気持ちが一つになったゲームを展開していたが、

あと一歩、相手の方が総合力や経験が一枚上手で惜しくもストレートで敗戦してしまいま

した。

各選手は進学・就職とそれぞれ進む道は違いますが、この経験を活かしバレーを続けて

いってほしいと思います。

高体連の各先生方・協会の皆様、多くの方々にご声援いただき、ご協力いただきました

ことをスタッフ一同心より感謝申し上げます。ありがとうございました。


